
「とみつ金時」を
イノシシから守る！

エコフィールドとみつ
杉田 康彰

パイプラインの清流で栽培される、
高品質でおいしい農産物の
シンボルマークです。



・福井県の北部に位置する
・海岸に近いことから積雪少ない
・東日本と西日本の中間にあたり
多種多様な品目が栽培されている

あわら市富津地区の概要



【Ｈ29産】
生産者9戸、30ha
福井市場売上1.4億円
キュアリング貯蔵により通年出荷

あわら市富津地区の概要



イノシシの襲来に戸惑う生産者
平成29年の被害は400万円に（60a）

大挙して押し寄せるイノシシ

専業農家にとって大きな痛手



富津地区のイノシシ対策の足あと

集落点検による実態把握
被害防止計画の策定

電気柵の共同設置
大規模緩衝帯の形成

電気柵・固定柵設置
被害対策の時点修正
組織体制の確立

平成２９年

平成３０年

令和元年



４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月

平成２９年（１年目）被害防止計画の策定

被害の発生・継続

定植 収穫

対策検討会の開催
被害防止計画
完成・周知

集落点検

関係機関と連携して検討を開始



平成２９年（１年目）被害防止計画の策定
集落点検や打合せには地図を使用
⇒問題点および対策を共有

侵入経路と対策のマッピング集落点検および踏査調査の様子

被害防止計画を関係機関と実行へ！



平成３０年（２年目） 被害対策の実行

①電気柵
農家・非農家共同で設置

②大規模緩衝帯
富津集落全域で整備

（２８ｈａ）



平成３０年（２年目） 被害対策の実行

ｺﾞﾙﾌ場
の柵

電気柵
固定柵
緩衝帯

北潟湖

国有林

被害金額：４００万円⇒７６万円！

太陽光発電
施設の柵

緩衝帯



令和元年（３年目） 終わらない攻防戦
柵によってイノシシの侵入経路が変化！

民間事業所との柵のすき間から侵入

ｺﾞﾙﾌ場
の柵

電気柵
固定柵
緩衝帯

北潟湖

国有林

太陽光発電
施設の柵

緩衝帯



令和元年（３年目） 終わらない攻防戦
民間事業者が了承して固定柵を設置

柵を途切れなく設置することに成功！

ｺﾞﾙﾌ場
の柵

電気柵
固定柵
緩衝帯

北潟湖

国有林

太陽光発電
施設の柵

固定柵
緩衝帯



令和元年（３年目） 省力化への取組み

電気柵が長くなり見回り時間が負担に

ドローンで山ぎわの見回りを省力化
ＳＮＳにより情報共有

ドローンによる巡回 電気柵の不具合の連絡



狩猟免許（わな猟）取得３名
有害鳥獣捕獲隊加入 1名

令和元年（３年目） 組織体制が確立

メンバー 役割
エコフィールドとみつ 獣害対策の担い手

柵の点検・管理
甘藷組合 対策資材の共同購入
富津区
農家組合

奉仕作業での柵設置
除草剤・作業賃負担

エコフィールドとみつが核になる！



400万円

76万円 22万円
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イノシシ被害が激減！



これからも獣害に負けない
集落を作っていきます

エコフィールドとみつ
杉田 康彰

パイプラインの清流で栽培される、
高品質でおいしい農産物の
シンボルマークです。
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